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令和８年
佐野市二十歳のつどい

令和８年佐野市二十歳のつどいは、

従来の３会場を２会場２部制に変更

しての開催となります。出身の学校

の会場を確認の上、ご参加ください。

▲

日時：１/１１ ㈰ 

　１部　９:００～受け付け

　　　　１０:００～開式

　２部　１３:３０～受け付け

　　　　１４:００～開式

▲

会場：

田沼会場（田沼中央公民館）

１部　南中学校、田沼東中学校、

　　　あそ野学園義務教育学校

２部　西中学校、佐野高等学校附属

　　　中学校、佐野日本大学中等教

　　　育学校

葛生会場（葛生あくとプラザ）

１部　城東中学校、赤見中学校

２部　葛生中学校、常盤中学校、

　　　北中学校

▲

対象：平成１７年４月２日から平成

１８年４月１日に出生の市内在住また

は出身の方、および佐野市での二十

歳のつどい参加を希望する方

問問生涯学習課

☎２０-３１０９

とちぎ結婚支援センターの
登録料を補助します

▲  

申込資格：

・市内在住の方

・ 令和７年４月１日以降にとちぎ結婚支

援センターに会員登録をしている方

・ センター登録日時点で４０歳に達し

ていない方

・税金などを滞納していない方

・ 婚姻後も継続して市内に居住する意

思のある方

・暴力団員でない方

▲  

助成額：とちぎ結婚支援センターへ

の登録料全額（対象者１人に付き１

回限り）

※令和７年４月１日以降にセンターの

登録更新をした場合も対象

申申３/３１ ㈫ までにこども政策課

☎２０-３００２

佐野市文化芸術活動
全国大会等出場奨励費

市内在住または市内学校の部活動に所

属し、文化芸術の分野で全国大会など

に出場する個人・団体へ奨励費を交付

しています。

申申全国大会などへ出場決定後３０日以

内に、申請書に必要事項を記入の上、

直接文化推進課 ☎２０-３０４４

※申請書などは市ホーム

ページからダウンロード

可

５月は消費者月間です

毎年のように記録的な大雨や高温な

ど、異常気象の影響による災害が発

生している中、かけがえのない地球

を守り、持続可能な社会を将来世代

に引き継いでいくため「明日の地球

を救うため、消費者にできることグ

リーン志向消費～どのグリーンにす

る？～」が今年の統一テーマとして

掲げられました。

消費生活センターでは、商品やサー

ビスの契約で困ったときの相談に、

専門の相談員が対応しています。お

気軽にご相談ください。

問問消費生活センター ☎２０-３０１５

（平日９：００～１６：００）

消費者ホットライン

☎（局番なし）１８８

「定期縛りなし」は要注意！

「定期縛りなし」や「回数縛りなし」

という広告を見て一回限りと思って

注文したところ、実は定期購入の契

約だったという相談が寄せられてい

ます。「定期縛りなし」は「最低購入

回数の指定がない契約」で、解約す

るまで続く定期購入である場合があ

ります。

なお、インターネット通販など、通

信販売にはクーリング・オフ制度が

ありません。購入する際は、解約条

件や方法、事業者の連絡先、定期購

入かどうかなどをよく確認しましょ

う。

問問消費生活センター ☎２０-３０１５

（平日９：００～１６：００）

消費者ホットライン

☎（局番なし）１８８

令和７年度の農作業料金標
準額が決定しました

農作業を受託・委託する際の目安とし

てご利用いただくための農作業料金標

準を改定しました。料金表は事務局窓

口（３階）、田沼・葛生行政センター

で配布するほか、市ホームページをご

覧ください。

問問農業委員会事務局

☎２０-３０５９

記事の訂正について

広報さの４月号２２ページの掲載内容

に一部誤りがありました。訂正箇所は

以下のとおりです。お詫びして訂正し

ます。

（正）③１００歳　（誤）③１０１歳

問問健康増進課 ☎２４-５７７０
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15 KOUHOU SANO　R7.5 ▲紙チケット／引換券▲電子チケットの購入

わがまち、わが家で、取り組もう連載
第7回

■問合せ　政策調整課 ☎２０-３０００

　世界中で１０人に３人が安心して飲める水を自宅で得られず、農村部に住む人の半数以上は清潔で衛生的なト

イレを使えていません。世界中の人が、安全に管理された飲み水と衛生的なトイレを使えるようにすることを目

標としています。

すべての人々に安全な水と衛生へのア

クセスと持続可能な管理を確保する

目標６ 安全な水とトイレを世界中に

世界ではこんな問題が起きている！

・誰もが安全な水を安い値段で利用できるようにする。

・ 誰もがトイレを利用できるようにし、屋外で用を足

す人がいなくなるようにする。

・ 汚染を減らす、有害な化学物質が流れ込むことを最

低限にする。

・ 山や森林、川、地下水、湖などの水にかかわる生態

系を守り、回復させる。

目標（ターゲット）の主な内容

・水の無駄遣いを減らす　・台所から油を流さないなど水を汚さないようにする

・川や海、湖などに、ごみや有害物質を捨てない

・一日にどのくらいの水を使っているか調べてみよう！

わたしたちにも

できること！

・ 水道設備のない暮らしをしている人が２２億人います。

・ 安全に管理された衛生施設を利用できない人が３５億

人います。

・ トイレがなく、道ばたや草むらなど屋外で用を足し

ている人が４億人います。

・ 衛生的に処理されていない水が子どもの健康に影響

を与え、下痢で命を落とす５歳未満の子どもが毎年

４４万人いるといわれています。


